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連載 人材マネジメント指標 Human Resources Metrics 

7 回目「業務単位の教育コストと業務の成果」 

カタナ・パフォーマンス・コンサルティング株式会社（KPCI） 

代表取締役 宮川雅明 

 

■ 業務単位の教育コストの位置づけ 

０９年１月号では下記２つのモデルを紹介した。両方とも組織・機能単位で

の測定に適している。通常教育というのは、全社共通で行うのは、新入社員教

育、新任管理教育、新任取締役教育といったもので、多くは部門別に展開され

る。理由は、部門つまりスペシャリティが異なるので教育内容も異なるからで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務単位の教育コストは更に細かく見るモデルになる。そのイメージを次に

示す。 

業務を機能単位だけでなく、業務プロセスまで展開する。それを更にＳ型業

務®と T 型業務®、ＯＪＴとＯＦＦ-ＪＴに分ける。この４区分は、０８年１２
月号で紹介した区分である。 

教育ＲＯＩレシオ
（アウトプット/インプット）
＊ＲＯＩとはＲｅｔ ｕｒｎ ｏｎ
Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔの略）

Ａ インプット（投資金額）：
年間一人当たりのＯＪＴ＆ＯＦＦ－ＪＴ投資金額

Ｂ アウトプット（成果）：
年間一人当たりの教育関連による利益貢献額

（収益関連＋機会利益）
＝

組織（全社、部門、職場単位）単位でみる教育ＲＯＩ

Ａ商品のライフサイクルコスト（全体のコストを１００とする）（或いは金額を記入）

全体比率
開発・企
画関係

設計関係 製造関係
生産管理
関係

販売関係 物流関係
経理及び
業務関係

フォロー
関係

その他

100 5 10 45 5 20 5 3 5 2

製造関係コストを１００とした場合
原材料費 50 労務費を１００とした場合
工場経費 15 稼動 75
労務費 35 保全教育 7

計 100 改善活動 8
管理など
その他

10

計 100

バリューチェーンまたはビジネスプロセス

内訳

内訳

例）保全教育が計画通
りに行われたか、成果
は期待通りかを測定
する。

ビジネスプロセスでみた教育コスト
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４区分に分ける理由は、業務の特性に応じ、成果指標が異なる。よって、教

育の目的、方法も異なるからである。Ｓ型業務®は誰もが作業標準に基づき、標
準時間で処理できるようになることにより、無駄がないことが成果となる。よ

って、財務的にはコストダウンという成果に繋がる。Ｓ型業務®は基本業務であ
ることが多く、業務も多い。僅かな例外や無駄も大きなロスとなる。 

T 型業務®の評価は、効率化ではなく、成果になる。無駄なくできたかという
より、適正な時間を投資したので、狙った成果が出たかどうかが評価になる。

つまり、スキルを要する業務である。財務的成果としては、売上や収益の向上

か、機会損失を無くす（逆の言い方をすれば機会利益を生み出す）ことが成果

となる。 

大分類 中分類 小分類
コードＯＪＴ ＯＦＦ-ＪＴ ＯＪＴ ＯＦＦ-ＪＴ

3 構想設計・ 1 要求仕様確認 1 移動 311

設計変更手配 2 客先打合せ（訪問、ＴＥＬ） 312

3 内部打ち合わせ 313

4 製品企画書作成 314

2 構想検討 1 技術資料・図面の検索・調査 321 3
2 リーダー打ち合わせ（指導・相談）322
3 構想案作成（アイディアスケッチ）323
4 設計（レイアウト・計算） 324

5 客先打合せ 325

6 ＣＡＤデータ変換 326

7 移動 327

3 ＤＲ 1 ＤＲ資料作成・準備 331

2 ＤＲ 332 120
3 移動 333

4 品質検討 1 設計ＦＭＥＡ 341

2 ＦＴＡ 342

5 特許出願 1 出願資料作成 351

2 内部打合せ 352

6
材料・材料メー
カー 1 材料メーカー打ち合わせ 361

の選定 2 資料調査 362

3 内部打合せ 363

7 設計変更 1 不具合原因の究明 371

ＯＪＴ ＯＦＦ-ＪＴ ＯＪＴ ＯＦＦ-ＪＴ 内容

4 図面作成 1 作図・トレース 1 ＣＡＤデータ変換 411

2 トレース依頼・打ち合わせ 412

3 作図・トレース 413

2 検図 1 検図（トレーサー・担当者） 421

2 図面サイン（調査・承認） 422

3 出図処理 1 コピー 431

2 各種押印 432

3 配布 433

4 図面Ｄ／Ｂ登録依頼作成 434

5 図面D/B登録 435

4 図面管理 1 パソコンインプット 441

2 図面検索 442

3 図面のコピー・配布 443

T型業務® Ｓ型業務®

T型業務® Ｓ型業務®

24

3

4848

内容

技術データ
ベースシステム
研修

月10時間の実
践指導

改善技術、過去
事例の学習

ＣＡＤ研修など

データベースに
関する業務シス
テムの習得研修

 

 

 

■業務特性に応じて教育の成果を意識する 

 Ｓ型業務®と T型業務®に分けて、教育コストを記入することは、当該業務の
成果を定義することになり、より目的的な教育を考えるようになる。 
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 例えば、大分類４の図面作成では、作図・トレースは、ＯＦＦ-ＪＴによる教

育になっている。設計部門からすれば、こうしたスキルは若手時代に習得すべ

き業務である。また、会社により使用するソフトや専用ソフトもある場合があ

る。設計部門にとって、一定の入社年限以内に習得すべき基礎的スキルである。

よって、Ｓ型業務®のＯＦＦ-ＪＴとなる。 
 一方、ＦＭＥＡやＦＴＡは設計だけに限らず品質に関与する部門（例えば製

造）においては欠かせないマネジメント技術である。個人の経験やスキルにも

影響するが、組織としてのデータベースにも大きく影響する。簡単にいえば、

過去発生したトラブルなどを集積し、故障が起きる傾向を調べ、事前にトラブ

ルなどを察知するものである。信頼性、保全性、安全性、経済性全てに影響す

る。 

 ＯＦＦ-ＪＴによる教育としては、事象記号や論理記号、発生要因の評価手法

などの習得などである。実際はチームによるディスカッションの中でスキルを

高めていくことになる。これを実務の一環とみるか教育とみるかは会社個々の

見解となるが、比較的若手であれば教育的要素は多くなる。 

 現在 T型業務®であっても教育や改善などによってＳ型業務®すべきというニ
ーズも導き出すという効果もある。 

上記モデルでは４８とか２４といった数字が入っているが、これは一人当た

りの年間時間である。金額でも構わない。重要なことは原単位を一人当たり（個

人）にしていることである。組織としては部門など組織単位の方がマネジメン

トしやすいのだが、それは予算管理上の目的が強い。 

教育の成果にこだわれば部門全体に予算やコストではなく、一人ひとりにど

れだけ効果的に実施されているかである。予算内であっても一人３０分の教育

では効果はない。だとすれば人数を四分の一にして、２時間の教育の方が効果

的である。 

一人当たりで計算することで、選抜コア人材のようなプログラムももらさず

算定することができる。教育のＲＯＩはその成果を、業務の成果を定義するこ

とと表裏一体で行うことにより、より目的的、効果的に行うことに意味がある。 

 

以上 

 

 

カタナパフォーマンスコンサルティング株式会社 

℡:03-6431-0200 Fax:03-6431-0204 

http://www.kpci.jp/ 


